
高梁川水系河川整備計画【国管理区間】の進捗点検の流れ

・戦後最大洪水（Ｓ47.7洪水）を
目標とした治水対策

治水整備

・自然環境の保全
・魚道等の移動の連続性の確保
・河川空間の適正な利用
・水辺景観の保全
・水質の保全

環境整備

・サイクル型維持管理の構築
・維持管理の継続

維持管理

・正常流量の確保、渇水対策

利水整備

河
川
整
備
計
画
策
定
後

約
5
年
経
過

平成25年2月25日
・河川整備計画の点検及び変
更の実施についての通知

・点検項目、点検方法の提示

・地域の概況
・河川整備計画策定以降の変化
（人口、土地利用、資産等）

・洪水、渇水の発生状況
・近年洪水の概要
・東日本大震災を踏まえた地震・津波対策
・水防法の改正状況

流域の社会情勢の変化

・地域の要望事項、地域との連携

地域の意向

・当面の段階的な整備予定

事業進捗の見通し

・東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震、
津波対策

・高潮区間の変更に伴う堤防整備
・気候変動への適応策

河川整備に関する新たな視点

高梁川水系河川整備計画【国管理区間】
平成22年10月策定

高梁川水系河川整備計画【国管理区間】
の進捗点検

・点検の結果、必要に応じ整備計画変更を行う
（変更の場合、経済性の評価もあわせて実施）

明
日
の
高
梁
川
を
語
る
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事業評価監視委員会

・河川整備計画の主なメニュー
・河川整備計画の主なメニューの進捗状況

事業の進捗状況

事業の進捗
・堤防整備（高潮、断面確保、浸透）
・小田川環境影響評価

※経済性の評価結果を反映
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事業継続


